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国
の
補
助
金
等
の
整
理
及
び
合
理
化
等
に
伴
う
国
土
利
用
計
画
法
及
び
都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令

の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
案
新
旧
対
照
条
文

○
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
）
（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
補
助
金
等
と
す
る
給
付
金
の
指
定
）

（
補
助
金
等
と
す
る
給
付
金
の
指
定
）

第
二
条

法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
給
付
金
で
政
令
で
定
め
る
も

第
二
条

法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
給
付
金
で
政
令
で
定
め
る
も

の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
第
三
十
一
号
か
ら
第
七
十
七
号
ま
で
に
あ
つ
て

の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
第
三
十
号
か
ら
第
七
十
五
号
ま
で
に
あ
つ
て
は

は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
予
算
の
目
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
の
経
費
の
支

、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
予
算
の
目
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
の
経
費
の
支
出

出
に
よ
る
も
の
）
と
す
る
。

に
よ
る
も
の
）
と
す
る
。

一
～
二
十
八

略

一
～
二
十
八

略

二
十
九

都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
四

十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
交
付
金

三
十
～
七
十
六

略

二
十
九
～
七
十
五

略

七
十
七

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
（
第
二
十
九
号
に
掲
げ
る
給
付
金
に
該
当
す

る
も
の
を
除
く
。
）
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○
民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
二
年
政
令
第
二
百
七
十
五
号
）
（
抄
）
（
第
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
民
間
都
市
開
発
事
業
の
要
件
等
）

（
民
間
都
市
開
発
事
業
の
要
件
等
）

第
二
条

法
第
二
章
及
び
第
四
章
に
規
定
す
る
民
間
都
市
開
発
事
業
に
つ
い
て

第
二
条

法
第
二
章
及
び
第
四
章
に
規
定
す
る
民
間
都
市
開
発
事
業
に
つ
い
て

の
法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

の
法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

次
の
イ
及
び
ロ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一

次
の
イ
及
び
ロ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
事
業
が
行
わ
れ
る
土
地
（
水

イ

法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
事
業
が
行
わ
れ
る
土
地
（
水

面
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
区
域
の
面
積
が
、
二
千
平
方

面
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
区
域
の
面
積
が
、
二
千
平
方

メ
ー
ト
ル
（
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の
再
配

メ
ー
ト
ル
（
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の
再
配

置
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
八
条
第

置
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
八
条
第

一
項
の
同
意
基
本
計
画
に
係
る
拠
点
地
区
内
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四

一
項
の
同
意
基
本
計
画
に
係
る
拠
点
地
区
内
又
は
都
市
計
画
法
（
昭
和

十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
四
条
第
九
項
に
規
定
す
る
地
区
計
画
等
の
区

四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
四
条
第
九
項
に
規
定
す
る
地
区
計
画
等
の

域
（
そ
の
整
備
を
特
に
促
進
す
べ
き
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定

区
域
（
そ
の
整
備
を
特
に
促
進
す
べ
き
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が

め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
内
又
は

定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
内
に

都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
四
十
六

お
い
て
は
、
千
平
方
メ
ー
ト
ル
）
以
上
で
あ
る
こ
と
。

条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
再
生
整
備
計
画
の
区
域
内
に
お
い
て
は
、

千
平
方
メ
ー
ト
ル
）
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ

整
備
さ
れ
る
建
築
物
の
延
べ
面
積
（
整
備
さ
れ
る
建
築
物
が
二
以
上

ロ

整
備
さ
れ
る
建
築
物
の
延
べ
面
積
（
整
備
さ
れ
る
建
築
物
が
二
以
上

あ
る
と
き
は
、
そ
の
延
べ
面
積
の
合
計
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が

あ
る
と
き
は
、
そ
の
延
べ
面
積
の
合
計
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が

、
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
（
都
市
計
画
法
第
四
条
第
九
項
に
規
定
す
る
地

、
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
（
都
市
計
画
法
第
四
条
第
九
項
に
規
定
す
る
地

区
計
画
等
の
区
域
内
に
お
い
て
整
備
さ
れ
る
建
築
物
若
し
く
は
貨
物
流

区
計
画
等
の
区
域
内
に
お
い
て
整
備
さ
れ
る
建
築
物
又
は
貨
物
流
通
の

通
の
事
業
を
行
う
者
が
利
用
す
る
た
め
の
建
築
物
（
港
湾
法
（
昭
和
二

事
業
を
行
う
者
が
利
用
す
る
た
め
の
建
築
物
（
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五

十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
港
湾
施
設

年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
港
湾
施
設
に
係

に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
で
そ
の
整
備
を
特
に
促
進
す
べ
き
も
の
と
し

る
も
の
に
限
る
。
）
で
そ
の
整
備
を
特
に
促
進
す
べ
き
も
の
と
し
て
国

て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
又
は
都
市
再
生
特

土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
千
平
方

別
措
置
法
第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
再
生
整
備
計
画
の
区

メ
ー
ト
ル
）
以
上
で
あ
る
こ
と
。

域
内
に
お
い
て
整
備
さ
れ
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
千
平
方
メ
ー
ト
ル
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）
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二

略

二

略

２
・
３

略

２
・
３

略

附

則

附

則

（
民
間
都
市
開
発
事
業
の
要
件
の
特
例
）

（
民
間
都
市
開
発
事
業
の
要
件
の
特
例
）

第
一
条
の
二

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
市
街
地
の
う
ち
、

第
一
条
の
二

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
市
街
地
の
う
ち
、

都
市
計
画
法
第
四
条
第
九
項
に
規
定
す
る
地
区
計
画
等
の
区
域
（
そ
の
緊
急

都
市
計
画
法
第
四
条
第
九
項
に
規
定
す
る
地
区
計
画
等
の
区
域
（
そ
の
緊
急

か
つ
健
全
な
復
興
を
図
る
べ
き
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準

か
つ
健
全
な
復
興
を
図
る
べ
き
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準

に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
同
法
第
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る

に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
同
法
第
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る

被
災
市
街
地
復
興
推
進
地
域
内
に
お
い
て
施
行
さ
れ
る
法
第
二
条
第
二
項
第

被
災
市
街
地
復
興
推
進
地
域
内
に
お
い
て
施
行
さ
れ
る
法
第
二
条
第
二
項
第

一
号
に
規
定
す
る
民
間
都
市
開
発
事
業
に
つ
い
て
の
第
二
条
第
一
項
の
規
定

一
号
に
規
定
す
る
民
間
都
市
開
発
事
業
に
つ
い
て
の
第
二
条
第
一
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
イ
中
「
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
（
地
方
拠

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
イ
中
「
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
（
地
方
拠

点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の
再
配
置
の
促
進
に
関
す
る
法
律

点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の
再
配
置
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
八
条
第
一
項
の
同
意
基
本
計
画
に
係
る

（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
八
条
第
一
項
の
同
意
基
本
計
画
に
係
る

拠
点
地
区
内
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
四
条
第
九

拠
点
地
区
内
又
は
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
四
条
第

項
に
規
定
す
る
地
区
計
画
等
の
区
域
（
そ
の
整
備
を
特
に
促
進
す
べ
き
も
の

九
項
に
規
定
す
る
地
区
計
画
等
の
区
域
（
そ
の
整
備
を
特
に
促
進
す
べ
き
も

と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
ロ
に
お

の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
ロ
に

い
て
同
じ
。
）
内
又
は
都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十

お
い
て
同
じ
。
）
内
に
お
い
て
は
、
千
平
方
メ
ー
ト
ル
）
」
と
あ
る
の
は
「

二
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
再
生
整
備
計
画
の
区
域
内
に

千
平
方
メ
ー
ト
ル
」
と
、
同
号
ロ
中
「
区
域
内
」
と
あ
る
の
は
「
区
域
（
そ

お
い
て
は
、
千
平
方
メ
ー
ト
ル
）
」
と
あ
る
の
は
「
千
平
方
メ
ー
ト
ル
」
と

の
整
備
を
特
に
促
進
す
べ
き
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に

、
同
号
ロ
中
「
区
域
内
」
と
あ
る
の
は
「
区
域
（
そ
の
整
備
を
特
に
促
進
す

該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
内
」
と
す
る
。

べ
き
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る

。
）
内
」
と
す
る
。

２

平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
に

規
定
す
る
民
間
都
市
開
発
事
業
の
う
ち
都
市
の
構
成
上
重
要
な
幹
線
道
路
網

を
構
成
す
る
道
路
（
道
路
法
第
四
十
八
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
自
動
車

専
用
道
路
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
沿
道
の
区
域
（
当

該
道
路
の
整
備
状
況
に
か
ん
が
み
そ
の
土
地
の
高
度
利
用
を
緊
急
に
促
進
す

べ
き
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る

。
）
に
お
い
て
施
行
さ
れ
る
も
の
で
当
該
道
路
の
機
能
の
向
上
及
び
市
街
地
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の
計
画
的
な
再
開
発
に
資
す
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準

に
該
当
す
る
も
の
に
係
る
法
第
四
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
つ
い

て
の
第
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
イ
中
「
二

千
平
方
メ
ー
ト
ル
（
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の
再

配
置
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
八
条
第
一

項
の
同
意
基
本
計
画
に
係
る
拠
点
地
区
内
又
は
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三

年
法
律
第
百
号
）
第
四
条
第
九
項
に
規
定
す
る
地
区
計
画
等
の
区
域
（
そ
の

整
備
を
特
に
促
進
す
べ
き
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該

当
す
る
も
の
に
限
る
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
内
に
お
い
て
は
、
千
平
方
メ

ー
ト
ル
）
」
と
あ
る
の
は
「
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
」
と
、
同
号
ロ
中
「
区
域

内
」
と
あ
る
の
は
「
区
域
（
そ
の
整
備
を
特
に
促
進
す
べ
き
も
の
と
し
て
国

土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
内
」
と
す
る
。

（
特
定
民
間
都
市
開
発
事
業
に
係
る
地
域
の
特
例
等
）

（
特
定
民
間
都
市
開
発
事
業
に
係
る
地
域
の
特
例
等
）

第
一
条
の
三

略

第
一
条
の
三

略

２

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
民

２

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
民

間
都
市
開
発
事
業
の
う
ち
市
街
地
に
お
け
る
居
住
に
関
す
る
機
能
の
向
上
に

間
都
市
開
発
事
業
の
う
ち
市
街
地
に
お
け
る
居
住
に
関
す
る
機
能
の
向
上
に

資
す
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
つ

資
す
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
つ

い
て
の
第
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
イ
中
「

い
て
の
第
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
イ
中
「

二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
（
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の

二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
（
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の

再
配
置
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
八
条
第

再
配
置
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
八
条
第

一
項
の
同
意
基
本
計
画
に
係
る
拠
点
地
区
内
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三

一
項
の
同
意
基
本
計
画
に
係
る
拠
点
地
区
内
又
は
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十

年
法
律
第
百
号
）
第
四
条
第
九
項
に
規
定
す
る
地
区
計
画
等
の
区
域
（
そ
の

三
年
法
律
第
百
号
）
第
四
条
第
九
項
に
規
定
す
る
地
区
計
画
等
の
区
域
（
そ

整
備
を
特
に
促
進
す
べ
き
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該

の
整
備
を
特
に
促
進
す
べ
き
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に

当
す
る
も
の
に
限
る
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
内
又
は
都
市
再
生
特
別
措
置

該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
内
に
お
い
て
は
、
千
平
方

法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都

メ
ー
ト
ル
）
」
と
あ
る
の
は
「
千
平
方
メ
ー
ト
ル
」
と
、
同
号
ロ
中
「
区
域

市
再
生
整
備
計
画
の
区
域
内
に
お
い
て
は
、
千
平
方
メ
ー
ト
ル
）
」
と
あ
る

内
」
と
あ
る
の
は
「
区
域
（
そ
の
整
備
を
特
に
促
進
す
べ
き
も
の
と
し
て
国

の
は
「
千
平
方
メ
ー
ト
ル
」
と
、
同
号
ロ
中
「
区
域
内
」
と
あ
る
の
は
「
区

土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
内
」
と
す
る
。

域
（
そ
の
整
備
を
特
に
促
進
す
べ
き
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る

基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
内
」
と
す
る
。
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○
都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
九
十
号
）
（
抄
）
（
第
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
市
町
村
が
決
定
又
は
変
更
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
都
市
計
画
）

第
八
条

法
第
四
十
六
条
第
五
項
の
政
令
で
定
め
る
都
市
計
画
は
、
次
に
掲
げ

る
も
の
に
関
す
る
都
市
計
画
（
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号

）
第
八
十
七
条
の
二
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定

都
市
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
イ

又
は
ハ
に
掲
げ
る
都
市
施

(１)

設
（
河
川
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
二
級
河
川
の
う
ち
、
一
の
指
定
都

市
の
区
域
内
の
み
に
存
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
都
市
計
画
）
と
す

る
。
一

次
に
掲
げ
る
都
市
施
設

イ

次
に
掲
げ
る
道
路
（
自
動
車
専
用
道
路
を
除
く
。
）

道
路
法
第
十
三
条
第
一
項
の
指
定
区
間
外
の
国
道

(１)

都
道
府
県
道

(２)

そ
の
他
の
道
路
で
、
車
線
の
数
が
四
以
上
の
も
の

(３)
ロ

公
園
、
緑
地
又
は
広
場
で
、
面
積
が
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
も
の

ハ

河
川
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
級
河
川
又
は
同
法
第
五
条
第

一
項
に
規
定
す
る
二
級
河
川

二

次
に
掲
げ
る
市
街
地
開
発
事
業

イ

施
行
区
域
の
面
積
が
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
市
街
地
再
開
発
事
業

ロ

施
行
区
域
の
面
積
が
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
防
災
街
区
整
備
事
業

ハ

施
行
区
域
の
面
積
が
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
土
地
区
画
整
理
事

業
ニ

そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
市
街
地
開
発
事
業

（
市
町
村
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
国
道
又
は
都
道
府
県
道
の
新
設
又
は
改
築

）
第
九
条

法
第
四
十
六
条
第
七
項
の
政
令
で
定
め
る
国
道
又
は
都
道
府
県
道
の
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新
設
又
は
改
築
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

歩
道
、
自
転
車
道
、
自
転
車
歩
行
者
道
、
自
転
車
専
用
道
路
、
自
転
車

歩
行
者
専
用
道
路
又
は
歩
行
者
専
用
道
路
の
新
設
又
は
改
築

二

沿
道
の
駐
車
施
設
へ
の
駐
車
を
待
機
す
る
自
動
車
に
よ
り
発
生
す
る
渋

滞
を
解
消
す
る
た
め
の
車
線
の
増
設

三

電
線
共
同
溝
（
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成

七
年
法
律
第
三
十
九
号
。
以
下
「
電
線
共
同
溝
整
備
法
」
と
い
う
。
）
第

二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
電
線
共
同
溝
を
い
う
。
）
の
整
備

四

道
路
の
附
属
物
で
あ
る
さ
く
、
並
木
、
街
灯
、
自
動
車
駐
車
場
、
ベ
ン

チ
若
し
く
は
そ
の
上
屋
又
は
自
転
車
駐
車
場
の
設
置

五

そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
国
道
又
は
都
道
府
県
道
の
新
設
又
は

改
築

（
市
町
村
が
決
定
又
は
変
更
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
都
市
計
画
）

第
十
条

法
第
五
十
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
都
市
計
画
は
、
次
に
掲
げ

る
地
域
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
と
す
る
。

一

法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
都
市
再
生
特
別
地
区

二

都
市
計
画
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
百
五
十
八
号
）
第
九
条

第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
土
地
の
区
域
の
全
部
又
は
一
部

を
含
む
都
市
計
画
区
域
内
に
お
け
る
都
市
計
画
法
第
八
条
第
一
項
第
一
号

の
用
途
地
域
又
は
同
項
第
二
号
の
三
の
高
層
住
居
誘
導
地
区

三

都
市
計
画
法
第
八
条
第
一
項
第
七
号
の
風
致
地
区
で
、
面
積
が
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
の
も
の

四

都
市
緑
地
保
全
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
三
条
第
一

項
の
緑
地
保
全
地
区
（
首
都
圏
近
郊
緑
地
保
全
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律

第
百
一
号
）
第
四
条
第
二
項
第
三
号
の
近
郊
緑
地
特
別
保
全
地
区
及
び
近

畿
圏
の
保
全
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
三

号
）
第
六
条
第
二
項
の
近
郊
緑
地
特
別
保
全
地
区
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て

は
、
面
積
が
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
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（
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
）

第
十
一
条

法
第
五
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
道
路
管
理
者
に

代
わ
っ
て
行
う
権
限
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
市
町
村
が
道
路
管
理

者
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
市
町
村

は
、
成
立
し
た
協
議
の
内
容
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
第
四
条
第

一
項
第
四
号
、
第
十
一
号
の
四
、
第
十
二
号
（
道
路
法
第
四
十
六
条
第
一

項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
通
行
の
禁
止
又
は
制
限
に
係
る
部
分
に
限
る
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
十
四
号
、
第
十
四
号
の
二
、
第
十
六
号
、

第
十
七
号
及
び
第
二
十
一
号
（
同
法
第
九
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
意
見
の
聴
取
又
は
通
知
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
も
の

二

電
線
共
同
溝
整
備
法
第
四
条
第
四
項
（
電
線
共
同
溝
整
備
法
第
八
条
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
申
請
を
却
下

す
る
こ
と
。

三

電
線
共
同
溝
整
備
法
第
五
条
第
二
項
（
電
線
共
同
溝
整
備
法
第
八
条
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
聴
き

、
及
び
電
線
共
同
溝
整
備
計
画
又
は
電
線
共
同
溝
増
設
計
画
を
定
め
る
こ

と
。

四

電
線
共
同
溝
整
備
法
第
六
条
第
二
項
（
電
線
共
同
溝
整
備
法
第
八
条
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
理

す
る
こ
と
。

２

市
町
村
は
、
前
項
第
一
号
（
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
十
一
号
の

四
又
は
第
十
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で

に
掲
げ
る
権
限
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
道
路
管
理
者

に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
道
路
管
理
者
に
代
わ
っ
て
行
う
権
限
は

、
法
第
五
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
さ
れ
る
工
事
の
開
始
の
日

か
ら
工
事
の
完
了
の
日
ま
で
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た

だ
し
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
十
六
号
及
び
第
十
七
号
に
掲
げ
る

権
限
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
完
了
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
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。
４

市
町
村
が
法
第
五
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
新
設
又
は
改
築
を
行
う

場
合
に
お
い
て
、
道
路
管
理
者
が
当
該
道
路
に
つ
い
て
電
線
共
同
溝
整
備
法

第
七
条
第
一
項
（
電
線
共
同
溝
整
備
法
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
負
担
金
を
徴
収
し
た
と
き
は
、
当
該
道
路

管
理
者
は
、
当
該
負
担
金
に
相
当
す
る
額
を
当
該
負
担
金
の
徴
収
後
直
ち
に

当
該
市
町
村
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


